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平成 18 年５月 30 日 

各  位 

会 社 名  アールビバン株 式 会 社  

代表者名 代表取締役社長  野澤 克巳 

問合せ先 経営企画室長  栗田 実 

電話番号 03－5159－7177 

（コード番号  7523 JASDAQ ） 

 

 

株式交換による株式会社イーピクチャーズの完全子会社化に関するお知らせ 

 

 

 当社と株式会社イーピクチャーズ（以下、「イーピクチャーズ」）は、平成 18 年５月 30

日開催の各社の取締役会決議を経て、当社が、イーピクチャーズにおける株主総会決議を

条件に、同社を株式交換により完全子会社化する旨の株式交換契約書を締結いたしました

ので、下記のとおりお知らせいたします。 

 なお、本株式交換は会社法第 796 条３項の規定による株式交換により行います。 

 

記 

 

1. 株式交換による完全子会社化の目的 

 

 当社は、デジタルアート事業分野への進出を目的として、イーピクチャーズを平成

12 年 8 月に子会社として新設し、アート関連事業として位置づけております。イーピク

チャーズは、当社のリソースを活用したデジタルアートコンテンツ事業の創造を行い、

その一環として、携帯電話の待受画面サービスをはじめとした携帯電話向けコンテンツ

配信事業を展開してまいりました。設立当初は、事業提携や人材活用を意識した資本政

策の一環として、提携先であるＩＴ企業並びに参画した経営陣・社員にも出資をしても

らい、事業の拡大を図ってまいりましたが、推進事業分野の選択と集中の中で、一部企

業株主によるイーピクチャーズ株式の売却等があり、現在の株主構成となっております。

また人材の流動化の中で、現在の社員並びに経営陣の構成と、個人株主構成も一部異な

ってきております。 
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 また、イーピクチャーズの主力事業であるモバイルコンテンツ配信事業の環境は、第

3 世代型携帯電話機の普及に伴う「着うた」や「ゲーム」などにみられるコンテンツの

リッチ化と、携帯電話にとどまらない多メディア展開が求められるようになっており、

イーピクチャーズでも更にグループリソースを活かした多メディア展開と開発するコ

ンテンツのマルチユースが求められるようになっております。なお、イーピクチャーズ

のサービスの多くは、アールビバンの展開するコンテンツを活用しております。 

 現在、当社では経営強化のための企業グループ再編を進めており、アート関連事業に

おいても、上記の状況を鑑み、経営資源の集約化と効率化を進めるため、デジタルアー

トコンテンツ事業を行っているイーピクチャーズを完全子会社化することにいたしま

した。 

 今回の株式交換による完全子会社化を通じて、意思決定の迅速化と機動力を高め、グ

ループ全体のより一層の事業力強化、企業価値の増大を進めてまいります。 

 
2. 株式交換の条件等 

 

(1) 株式交換の日程 

 平成 18 年５月 30 日     株式交換契約書承認取締役会 

 平成 18 年５月 30 日     株式交換契約書の締結 

 平成 18 年６月 21 日（予定）  株式交換契約書承認株主総会（イーピクチャーズ） 

 平成 18 年８月 １日（予定） 株式交換の日・株券交付日 

  ※ 当社は、会社法第 796 条 3 項に基づき株主総会の承認を得ない株式交換によ

り実施いたします。 

 

(2) 株式交換比率 

 アールビバン株式会社 

（完全親会社） 

株式会社イーピクチャーズ 

（完全子会社） 

株式交換比率 １ 317 

    

（注）1. 株式の割当比率 

        イーピクチャーズの普通株式 1 株に対して、当社の普通株式 317 株を割

当交付致します。ただし、当社が保有するイーピクチャーズ株式につい

ては、割当交付を行いません。 
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2. 株式交換比率の算定根拠 

当社が株式交換比率の算定を依頼した第三者機関である株式会社青山パ

ートナーズから提出された算定結果を参考に、両社で総合的な検討を行い

協議した結果、上記のとおり交換比率に合意致しました。なお、上記の株

式交換比率は、算定の前提となる諸条件に重大な変更が生じた場合は、両

社で協議のうえ、変更することがあります。 

 

3. 第三者機関による算定結果、算定方法および算定根拠 

株式会社青山パートナーズは、非上場会社であるイーピクチャーズについ

て、同社から提出された諸資料等に基づき株価算定を行い、本件の株価算

定に最も適していると考えられるディスカウンテッド・キャッシュ・フロ

ー(DCF)方式および、簿価純資産方式の加重計算により株価算定を行いま

した。また、上場会社である当社については、平成 18 年２月１日から平

成18年４月30日までのジャスダック証券取引所終値の平均株価を用いた

 市場株価平均法により株価算定を行いました。 

 

4. 株式交換により割当交付する株式数 

普通株式 323,657 株。なお、本株式交換に際し交付する株式は、新株の発

行に代えて自己株式（金庫株）を割当てる予定です。 

 

(3) 株式交換交付金 

    株式交換交付金の支払はありません。 
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3. 株式交換の当事会社の概要（平成 18 年３月 31 日現在） 

（１）商 号 
アールビバン株式会社 

（完全親会社） 

株式会社イーピクチャーズ 

（完全子会社） 

（２）事 業 内 容 
絵画・美術工芸品の販売      

アート雑貨、家具の販売 

デジタルアート事業 

（モバイルコンテンツの提供） 

（３）設 立 年 月 日 昭和 59 年 11 月 24 日 平成 12 年８月 16 日 

（４）本 店 所 在 地 東京都中央区銀座一丁目 15 番 4 号 東京都千代田区永田町二丁目 13 番１号

（５）代 表 者 代表取締役社長 野澤 克巳 代表取締役社長 中井 陽子 

（６）資 本 金 1,656 百万円 141 百万円 

（７）発行済株式数 15,463,816 株 2,821 株 

（８）株 主 資 本 12,599 百万円 966 百万円 

（９）総 資 産 15,562 百万円 1,089 百万円 

（10）決 算 期 3 月 31 日 3 月 31 日 

（11）従 業 員 数 239 名 15 名 

（12）主 要 取 引 先 一般顧客 一般顧客 

（13）大株主の構成 

 及  び 

  持 株 比 率 

(有)ｶﾂｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 

アールビバン㈱ 

野澤 克巳 

野澤 典子 

梶浦 唯乗 

㈱みずほ銀行 

みずほ信託 退職給付信託

久良木 利光 

梅田 照男 

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 

36.29％

12.52％

4.80％

2.97％

2.73％

2.02％

1.61％

1.51％

1.51％

1.43％

アールビバン㈱          63.80％

野澤 克巳             19.14％

ﾏｽﾀﾞ･ｱﾝﾄﾞ･ﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ㈱     7.08％

中井 陽子             5.67％

岩本 一也             3.54％

その他個人              0.74％

（14）主要取引銀行 みずほ銀行、三菱東京ＵＦＪ銀行 三井住友銀行、三菱東京ＵＦＪ銀行 

資本関係 
アールビバンはイーピクチャーズの発行済株式の 63.80％を所有

しております。 

人的関係 
平成 18 年３月 31 日現在、アールビバンの取締役３名がイーピク

チャーズの取締役２名と監査役１名を兼任しております。 
（15）当事会社の関係 

取引関係 
イーピクチャーズはアールビバンに広告宣伝費と作家関係費用を

支払っております。 
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（16）最近 3決算期間の業績                    （単位：百万円） 

 アールビバン株式会社 

（完全親会社） 

株式会社イーピクチャーズ 

（完全子会社） 

決 算 期 平成 16 年３月期 平成 17 年３月期 平成 18 年３月期 平成 16 年３月期 平成 17 年３月期 平成 18 年３月期 

売 上 高 7,877 6,909 7,157 752 621 524

営 業 利 益 665 259 556 376 320 205

経 常 利 益 740 481 1,106 378 320 206

当 期 純 利 益 △ 528 222 130 206 171 151

一株当たり当期純利益 △39 円 03 銭 16 円 42 銭 9 円 66 銭 73,276 円 60,717 円 53,702 円

一株当たり配当金 30 円 60 円 （予）30 円 5,000 円 5,000 円 （予）3,000 円

一株当たり株主資本 983 円 12 銭 974円14銭 931円34銭 243,308 円 294,025 円 342,727 円

 

4. 株式交換後の状況 

本株式交換実施による、当事会社それぞれの商号、事業内容、本店所在地、 

代表者および資本金に変更はありません。 

 

5. 会計処理の概要 

（1） 企業結合の会計上の分類 

共通支配下の取引のうち少数株主との取引に該当いたします。 

（2） 損益の影響 

当社の連結業績への影響は軽微であります。 

 

6. 完全子会社となる会社の新株予約権または新株予約権社債の取扱い 

   該当事項はありません。 

 

7. 今後の見通し 

    イーピクチャーズは、従来より当社の連結子会社であり、本株式交換 

実施に伴う当社の連結業績への影響は軽微であると考えられます。 

 

 

以上 


